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　﹇
翻
刻
﹈
深
澤
多
市
払
田
柵
跡
関
連
史
料

渡
部　

猛*
一　

解
題

本
史
料
は
、令
和
二
年
十
月
に
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
深
澤
多
市
関
連
史
料
の
う
ち
、

払
田
柵
跡
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
書
簡
一
〇
七
通
、
昭
和
五
年
度

秋
田
考
古
会
総
会
出
欠
葉
書
八
六
通
が
あ
る
。
そ
の
中
の
主
な
差
出
人
は
、
喜
田
貞

吉
・
後
藤
寅
之
助
・
上
田
三
平
・
藤
井
東
一
・
武
藤
一
郎
・
藤
原
相
之
助
・
和
田
喜

八
郎
な
ど
が
い
る
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
史
料
に
は
、
払
田
柵
跡
実
測
平
面
図
・
新

聞
記
事
・
秋
田
考
古
会
誌
払
田
柵
址
号
関
連
史
料
・
写
真
・
絵
葉
書
・『
指
定
史
蹟

払
田
柵
址
』（
昭
和
六
年
刊
）
な
ど
の
三
〇
点
が
あ
る
。

深
澤
多
市
は
、『
秋
田
叢
書
』『
菅
江
真
澄
集
』
の
編
纂
・
発
行
者
と
し
て
、
秋
田

の
歴
史
研
究
の
た
め
の
大
き
な
業
績
を
残
し
た
人
物
で
あ
る
。
深
澤
は
、
秋
田
県
仙

北
郡
畑
屋
村
（
現
美
郷
町
）
に
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
生
ま
れ
た
。
仙
北
郡
書

記
を
経
て
秋
田
県
属
と
な
り
県
史
の
仕
事
に
関
わ
る
。
そ
の
後
、
宮
城
県
属
・
京
都

府
属
を
歴
任
し
官
吏
と
し
て
過
ご
し
な
が
ら
、
歴
史
研
究
に
力
を
注
い
だ
。
京
都
府

熊
野
郡
長
と
し
て
奉
職
し
て
い
た
折
に
、
京
都
帝
国
大
学
教
授
の
喜
田
貞
吉
の
知
己

を
得
、
深
澤
の
歴
史
研
究
の
造
詣
は
さ
ら
に
深
く
な
っ
て
い
っ
た
。

大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
に
熊
野
郡
長
を
退
職
し
て
故
郷
に
帰
っ
た
深
澤
は
、

『
秋
田
叢
書
』『
菅
江
真
澄
集
』『
小
野
寺
氏
研
究
資
料
』
な
ど
の
秋
田
県
の
史
料
編

纂
や
歴
史
研
究
に
力
を
注
い
で
い
く
。
さ
ら
に
、
実
績
を
買
わ
れ
秋
田
県
史
蹟
名
勝

天
然
記
念
物
調
査
員
を
拝
命
し
、
秋
田
県
内
の
遺
跡
等
の
調
査
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
に
は
、「
秋
田
考
古
会
」
を
設
立
し
、

会
の
幹
事
を
務
め
、
戦
前
の
秋
田
の
考
古
学
界
に
力
を
尽
く
し
た
。

払
田
柵
跡
に
関
し
て
は
、
深
澤
は
秋
田
県
の
史
跡
調
査
員
と
し
て
文
部
省
嘱
託
上

田
三
平
と
高
梨
村
の
連
絡
調
整
役
を
果
た
し
た
。
文
部
省
の
意
向
を
深
澤
に
連
絡

し
、
深
澤
か
ら
村
へ
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
深
澤
が
秋
田
考
古
会
幹
事
と
し
て

編
集
・
発
行
を
行
っ
た
『
秋
田
考
古
会
誌
　
払
田
柵
址
号
』
は
、
当
時
の
払
田
柵
跡

に
つ
い
て
の
学
説
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
深
澤
は
、
秋
田
の
歴
史
研
究
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
だ
け
で
な
く
、
払
田
柵
跡

の
史
跡
指
定
や
研
究
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
。

本
稿
は
、
関
連
史
料
の
う
ち
喜
田
貞
吉
・
後
藤
寅
之
助
・
上
田
三
平
か
ら
の
深
澤

多
市
宛
の
書
簡
の
翻
刻
で
あ
る
。

な
お
、
本
翻
刻
に
お
い
て
秋
田
県
立
博
物
館
の
新
堀
道
生
氏
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
。

　
　
　
凡
　
例

○
年
月
日
は
基
本
的
に
は
消
印
の
も
の
と
し
て
い
る
。

○ 

改
行
は
原
文
の
通
り
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
挿
入
文
が
が
あ
っ
た
場
合
は
そ
の
ま

ま
そ
の
箇
所
に
挿
入
し
て
い
る
。

○
旧
字
体
や
繰
り
返
し
符
号
は
そ
の
ま
ま
に
し
、
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
し
た
。

○
崩
し
字
は
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。

○
判
読
不
明
の
文
字
は
●
と
し
、
文
字
数
不
明
の
場
合
は[

　]

と
し
た
。

○ 

誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
右
横
に「
マ
マ
」と
記
し
、疑
問
が
残
る
も
の
は「
カ
」

と
付
記
し
た
。

○ 

欄
外
に
書
か
れ
て
あ
る
も
の
や
行
間
に
書
か
れ
て
あ
る
も
の
な
ど
注
釈
が
必
要
な

場
合
は
に
は
※
を
つ
け
て
そ
の
都
度
注
釈
を
つ
け
た
。

*秋田県立博物館
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１　

昭
和
五
年
五
月
三
日　

喜
田
貞
吉　
　

封
書　
　

拝
啓
過
日
は
久
し
振
に
拝
書
の
機
を
得
候
處
　
あ
い
に
く
の

雨
天
殊
に
御
病
後
に
も
拘
ら
ず
遠
路
御
案
内
に
預
り
其
の

外
い
ろ
〳
〵
の
御
懇
志
の
段
々
あ
り
が
た
く
奉
存
候
　
帰
来
早
速

御
挨
拶
可
申
上
候
處
　
あ
れ
か
ら
庄
内
に
ま
は
り
て
柱
根
発
見
を

傅
へ
ら
る
ゝ
處
を
調
査
し
た
り
．
昨
秋
新
に
発
見
せ
ら
れ
た
る
大
山

町
尾
浦
城
の
城
門
柱
並
び
に
　
そ
れ
に
連
絡
す
る
木
柵
な
ど
視
察

し
た
り
．
更
に
宮
城
県
左
門
町
附
近
の
館
や
橫
穴
、
並
び
に
奇
態

な
る
土
窟
を
見
た
り
し
て
　
帰
り
が
お
そ
く
な
り
た
る
上
に
　
北
海
道
か
ら

ア
イ
ヌ
が
や
っ
て
来
た
り
な
ど
い
ろ
〳
〵
ご
た
づ
き
候
て
失
礼
致
し
候

う
ち
　
却
っ
て
御
懇
書
に
あ
づ
か
り
恐
縮
の
至
り
に
奉
存
候

拂
原マ
マ
柵
址
に
つ
ひ
て
は
縣
の
調
査
立
後
れ
の
気
味
有
之
　
岩
手
縣
の
調

査
委
員
小
田
島
氏
を
は
じ
め
菅
野
氏
な
ど
他
縣
の
委
員
を
煩
は
し
た

様
な
形
に
相
成
り
居
り
候
上
、
東
京
朝
日
や
時
事
（
い
づ
れ
通
信
喧
し
く

他
の
新
聞
も
出
し
や
不
明
）
な
ど
に
は
菅
野
氏
の
発
見
と
し
て
、
時
事
に
は

発
見
者
と
し
て
菅
野
氏
の
写
眞
ま
で
出
で
同
氏
よ
り
文
部
省
へ
報

告
し
文
部
省
に
て
調
査
に
着
手
す
る
と
か
の
意
味
の
記
事
有
之

一
寸
驚
か
さ
れ
候
事
に
候
　
是
は
勿
論
通
信
者
の
誤
に
て
菅
野
氏
が
ま

さ
か
発
見
者
と
號
し
た
り
文
部
省
へ
報
告
し
た
り
す
る
筈
な
き
も

と
も
か
く
こ
ん
な
記
事
が
東
京
で
　
い
ろ
〳
〵
の
新
聞
に
出
で
て
は
折
角
の

後
藤
氏
の
功
績
が
没
却
さ
る
ゝ
虞
あ
り
　
縣
の
史
蹟
調
査
の
方
で
も

聊
か
鼻
を
つ
ま
ゝ
れ
た
る
様
の
体
裁
に
て
物
足
り
な
く
外
面
事カ

は
存
ぜ
ら

れ
候
事
に
候
　
就
て
は
　
此
の
際
奈
良
縣
の
方
で
調
査
し
正
式
に
文
部
省
に

提
案
さ
る
ゝ
様
被
成
た
る
と
存
じ
候
　
一
昨
日
河
北
の
記
者
参
り
候
に
つ
き

眞
発
見
者
の
後
藤
君
な
る
べ
き
事
話
伝
し
候
處
　
別
送
新
聞
の

如
く
少
々
仰
山
に
記
載
致
し
　
菅
野
君
に
は
多
少
気
の
毒
の
感
あ
る
も

と
も
か
く
御
覧
に
入
れ
候
．
大
山
（
順
）
君
の
方
へ
は
い
づ
れ
時
事
も
河
北
も

来
り
居
る
事
と
存
じ
　
功
送
り
不
致
に
も
　
後
藤
君
と
桐
谷
君
と
に

は
一
葉
送
附
致
し
置
候
　
尚
大
山
桐
谷
両
君
に
よ
ろ
し
く
お
伝

へ
賜
は
り
度
　
協
力
の
上
速
に
御
調
査
あ
ら
ん
こ
と
を
●
●
と
祈
り
候

末
筆
な
か
ら
　
皆
々
様
に
も
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
願
上
候

　
五
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
田
貞
吉

深
澤
多
市
様

２　

昭
和
五
年
五
月
二
十
一
日　

後
藤
寅
之
助　
　

葉
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
こ
れ
は
大
山
順
造
宛

拝
啓
そ
の
後
の
拂
田
柵
址
に
つ
き
老
生
目
撃
の
と
こ
ろ
を

申
上
候
。
先
日
眞
山
の
南
方
排
水
溝
の
内
に
南
大
門
柱
址

ら
し
き
物
を
見
、
門
址
か
と
我
々
両
三
名
の
者
考
へ
居
り
候
ひ
し
と

こ
ろ
二
十
日
、
拂
田
池
田
家
の
支
配
人
藤
井
東
市
氏
が
発
掘
せ
ら
れ
た

る
を
見
候
と
こ
ろ
、
門
址
な
ら
ぬ
事
明
か
に
相
成
り
申
候
。
然
る
に

更
に
一
新
事
実
を
発
見
仕
候
。（
こ
れ
は
北
方
の
柵
に
も
同
様
と
の

農
民
の
話
に
候
）
眞
山
南
の
柵
の
内
側
約
五
間
の
距
離
に
て
柵

と
同
一
方
向
に
加
工
せ
る
橫
木
が
三
本
重
な
り
合
っ
て
埋
没
し
ゐ
る
事
に

候
。（
所
に
よ
り
本
数
ハ
違
ふ
か
も
知
れ
ず
。）
二
三
ヶ
所
同
一
距
離
の
と
こ

ろ
を
試
掘
せ
る
に
同
様
の
横
木
を
発
見
仕
候
。
こ
れ
は
内
側
に
も
簡
単
な

埓
や
う
の
防
禦
工
事
を
施
せ
る
も
の
か
、
或
ハ
他
の
目
的
に
用
ひ
し
か
な
ぞ
に
候

御
意
見
承
り
度
存
候
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３　

昭
和
五
年
六
月
十
三
日　

秋
田
縣　

封
書

秋
發
兵
第
二
五
號

　
　
昭
和
五
年
六
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
縣
學
務
部
長
　
　
印

　
　
　
深
澤
　
　
調
査
員
殿

　
　
　
拂
田
柵
址
調
査
ニ
関
ス
ル
件

文
部
省
史
蹟
調
査
嘱
託
荻
野
仲
三
郎
仝
上
田
三

平
ノ
両
氏
ハ
拂
田
柵
址
調
査
ノ
為
メ
来
ル
十
六
日
来

縣
ノ
㫖
別
紙
ノ
通
通
知
有
之
候
条
当
日
ハ
仝
所
ニ

御
出
張
相
成
度
尚
縣
ニ
於
テ
將
来
處
置
ス
ベ
キ
事

項
等
詳
細
御
打
合
ノ
上
御
回
報
相
成
度

　
　
追
テ
調
査
期
日
変
更
ノ
場
合
ハ
髙
梨
村
役
場

　
　
ヨ
リ
通
報
可
有
之
候
間
御
承
知
相
成
度
申
添

　
　
候
也

別
紙

拝
啓

　
時
下
暖
氣
之
候
　
益
々
御
清
康
奉
賀
候
　
扨
兼

て
貴
縣
に
於
て
発
見
さ
れ
候
仙
北
郡
髙
梨
村
拂

田
遺
跡
は
史
蹟
と
し
て
重
要
な
る
も
の
と
認
め
ら
れ

来
る
十
六
日
朝
花
巻
温
泉
発
の
便
宜
の
汽
車
に

よ
り
遺
蹟
地
拂
田
に
向
ふ
べ
き
に
依
り

豫
め
関
係
村
役
場
へ
も
御
通
知
置
願
上
候

調
査
に
就
て
は
目
下
水
田
耕
作
中
の
事
と
て
発

掘
は
到
底
出
来
ざ
る
べ
き
も
一
應
実
地
の
地
形

を
見
　
將
来
調
査
の
計
画
を
立
つ
る
必
要
上

荻
野
仲
三
郎
先
生
に
随
ひ
小
生
同
行
い
た

す
べ
き
に
よ
り
従
来
の
調
査
者
並
に
発
掘
せ
る
木

材
又
ハ
遺
物
等
も
便
宜
の
場
所
に
て
面
會
又

は
拝
見
致
す
こマ
マ
を
得
ば
幸
に
候

以
上
ハ
豫
定
に
有
之
萬
一
期
日
変
更
の
節
は
髙

梨
村
役
場
あ
て
に
て
電
報
い
た
す
べ
く
候

　
六
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘱
託
　
　
上
田
三
平

　
縣
社
寺
兵
事
課

４　

昭
和
五
年
七
月
三
日　

喜
田
貞
吉
（
代
筆
）　

出
欠
葉
書

拝
復
秋
田
考
古
會
總
會
に
つ
き
御
案
内
に
預
り
あ
り
が
た
く
存

上
候
．
小
生
ま
だ
例
の
通
り
臥
床
中
に
有
之
．
遺
憾
至
極
に

存
候
．
た
う
と
う
肋
膜
か
ら
肺
炎
ま
で
引
き
起
き
候
も
間
も
な
く

快
方
に
向
ひ
、
経
過
良
好
に
て
、
平
温
に
歸
し
て
既
に
三
週
日
に
相
成
候
．

ま
う
此
の
分
な
ら
も
は
や
再
発
の
虞
も
可
無
之
と
安
心
致
居
候
．

何
卒
御
放
念
下
さ
れ
た
く
候
。
併
し
ま
だ
当
分
は
執
筆
も
慎
し
み

居
り
候
次
第
に
て
　
多
分
此
の
夏
一
杯
は
当
地
に
て
静
養
致
候
事

と
相
成
る
べ
く
と
存
候
．

御
斡
旋
に
よ
り
後
藤
宙
外
氏
史
蹟
調
査
員
に
な
ら
れ
候
趣
、
洵

に
お
喜
ば
し
き
事
と
蔭
な
が
ら
慶
祝
の
至
に
存
候
．

と
り
敢
ず
御
返
事
旁
々
右
御
挨
拶
迄
　
　
敬
具
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５　

昭
和
五
年
七
月
四
日　
　

喜
田
貞
吉　

封
書

拝
啓
醫
者
か
ら
許
さ
れ
て
は
じ

め
て
執
筆
の
は
が
き
を
さ
し
あ
げ
ま
す

五
月
初
風
呂
場
で
こ
ろ
ん
だ
の
が
も
と
で
当
初

は
骨
に
外
傷
の
み
と
存
じ
候
お
年
が
お
年
だ

か
ら
と
の
醫
者
の
注
意
を
つ
ひ
疎
畧
に
し
て

内
緒
で
読
書
執
筆
な
ど
し
た
罰
が
あ
た
っ
て

肋
膜
炎
と
な
り
肺
炎
と
な
り
心
臓
が
ま

け
は
せ
ぬ
か
と
一
寸
ヒ
ヤ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

が
仕
合
わ
せ
に
其
の
後
の
経
過
良
好
で

三
四
日
前
よ
り
室
内
で
少
し
歩
行
い
て

見
る
　
今
日
か
ら
簡
単
な
は
が
き
の
執

筆
を
許
さ
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
．
今

度
は
こ
ち
ら
が
臆
病
に
な
り
て
醫
者
の

云
ふ
こ
と
を
十
分
服
従
し
て
居
ま
す
が
ま

た
二
ヶ
月
位
は
当
地
で
静
養
の
必
要
が
あ
る

さ
う
で
困
り
居
り
ま
す

右
の
次
第
で
拂
田
柵
に
就
い
て
も
御
案

内
預
か
っ
た
だ
け
で
其
の
あ
と
が
其
の
ま
ゝ
に

相
成
り
申
訳
な
く
、
小
生
に
取
っ
て
も
遺

憾
の
次
第
に
存
じ
て
居
り
ま
す
。
併
し

御
通
信
に
よ
れ
ば
後
藤
君
い
よ
〳
〵

史
蹟
調
査
委
員
に
な
ら
れ
た
や
う
で

す
べ
て
好
都
合
に
御
進
捗
の
事

と
存
じ
ま
す
　
近
日
考
古
會
で

御
踏
査
之
よ
し
　
考
古
會
も
會
長

去
ら
れ
候
後
の
形
勢
如
何
、
御
発

展
の
程
く
れ
ぐ
れ
も
祈
り
上
げ
ま
す

拂
田
柵
に
つ
い
て
の
私
案
と
し
て
あ
れ
が
和

名
抄
に
所
謂
　
塔
合
城
で
は
な
い
か
と
存
じ

ま
す
。
雄
勝
城
が
当
初
雄
勝
村
に
置
か
れ

た
と
し
て
、
そ
れ
が
後
に
拂
田
の
地
に
移
り
．

塔
甲
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
を
　
も
と
の
雄
勝
城
と

混
同
し
て
　
あ
ん
な
に
和
名
抄
に
書
い
た
の
で
は

な
い
か
と
い
ふ
の
が
一
案
。
も
と
出
羽
郡
に
置
い
た

出
羽
柵
を
呼
ば
れ
高
清
水
岡
に
う
つ
し
て
後
に
秋
田

城
と
呼
ぶ
様
な
傍
例
で
一
寸
考
へ
て
見

た
い
か
と
存
じ
ま
す

　
　
大
山
君
後
藤
君
細
谷
君
は
じ
め

　
　
考
古
會
の
武
藤
君
外
諸
君
に

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
し
く

６　

昭
和
五
年
七
月
九
日　
　

喜
田
貞
吉　
　

葉
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
行
間
に
赤
文
字
で
記
入

　
　
　
※
七
八
両
月
中
当
地
で
静
養
の
必
要
な
る
よ
し
、

拝
啓
　
御
懇
書
並
に
秋
田
氏
史
料
一
拝
見
、
相
変

　
　
　
※
但
し
も
う
大
丈
夫
、
お
見
舞
に
及
び
ま
せ
ぬ
．

ら
ず
御
熱
心
の
程
敬
服
の
至
り
に
存
じ
ま
す
．
七
月
の
拂
田

柵
址
の
御
踏
査
何
か
新
発
見
が
あ
り
ま
し
た
か
　
出
羽
郡

の
出
羽
柵
が
高
清
水
岡
に
遷
さ
れ
て
や
は
り
出
羽
柵
と
呼
ば
れ
て

居
た
の
が
後
に
秋
田
城
と
改
ま
っ
た
例
で
云
へ
ば
　
雄
勝
に
あ
っ
た

雄
勝
城
が
仙
北
へ
進
出
し
て
塔
合
城
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
も
と
雄

勝
城
と
な
る
の
で
和
名
抄
は
混
同
し
て
雄
勝
の
所
に
書
き
加

へ
た
と
い
ふ
事
も
考
へ
ら
れ
る
　
進
出
時
代
は
平
鹿
に
国
府

− 75 −

［翻刻］深澤多市払田柵跡関連史料



（33）

の
あ
っ
た
時
代
（
元
慶
以
後
）
か
も
知
れ
ぬ
　
和
名
抄
の
註
を
間

違
と
し
て
拂
田
を
雄
勝
城
と
別
の
塔
甲
城
と
し
て
も

[

　
　
　
　
　
　]

と
は
違
っ
て
郡
民
保
産
の
城
と
思
た
い

７　

昭
和
五
年
七
月
十
三
日　

喜
田
貞
吉　
　

葉
書

拝
啓
　
秋
田
考
古
會
総
會
盛
会
と
の
御
様
子

御
通
知
拝
謝
候
尚
此
上
に
も
新
会
長
の
も
と
に

健
全
な
る
発
展
を
祈
る
」
二
、三
日
の
魁
に
大
曲

佐
々
木
氏
蔵
柵
木
に
最
上
三
と
の
彫
刻
あ
り
と
の
事

是
は
同
紙
に
後
藤
氏
の
書
か
れ
た
坂
本
東
岳

邸
で
見
ら
れ
た
も
の
と
同
一
物
に
や
別
物
に
や
．

別
物
な
ら
ば
尚
面
白
し
、
武
蔵
国
分
寺
の
瓦
に

武
蔵
偖
郡
の
名
が
あ
り
秋
田
四
王
寺
の
瓦
に
秋
田
郡

名
が
あ
る
様
に
　
築
柵
に
参
加
し
て
受
持
っ
た
場
所
に

参
加
者
の
郡
名
を
刻
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
．

８　

昭
和
五
年
七
月
十
五
日　
（
差
出
人
名
前
無
し
）　　

葉
書　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
字
体
か
ら
考
え
る
と
後
藤
寅
之
助
か

　
　
○
魁
紙
の
拂
田
柵
に
関
す
る
老
生
の
原
稿
の
切
抜
ハ
他
へ
遣
し
申
候
。

拝
啓
　
過
日
考
古
會
の
際
に
は
甚
だ
不
行

届
に
て
失
礼
仕
候
。
考
古
會
雑
誌
に
小
生
の
拂
田

柵
址
に
関
す
る
原
稿
　
御
用
に
候
と
の
事
、
そ
れ

ま
で
新
し
き
も
の
　
出
来
候
へ
ば
　
差
上
可
申
候
へ
ど
も

出
来
ざ
る
際
に
は
、
魁
紙
所
載
の
も
の
切
抜
何
人

か
御
所
掲
に
候
は
ゞ
　
す
ぐ
御
周
旋
願
ひ
た
く
、
そ
れ
へ
訂

正
を
加
へ
て
差
上
申
度
存
候
。
如
何
の
も
の
に
候
や
。

今
日
秋
南
拝
見
仕
候
が
、
明
か
な
文
字
あ
る
土
師
は
藤
木
の
高
階

　
氏
所
持
致
し
居
申
候
。
大
山
さ
ん
へ
よ
ろ
し
く
。

９　

昭
和
五
年
七
月
十
八
日　
　

後
藤
寅
之
助　
　

葉
書

（
×
）
は
去
る
十
三
日
考
古
會
に
て
沼
田
先
生
そ
の
他
五
六
人
方
へ
卑
見
申
上
申
候
。

そ
の
以
前
に
も
友
人
達
に
話
し
居
申
候
。

⑴
拝
復
　
魁
紙
の
切
抜
お
遣
は
し
下
さ
る
由
好

都
合
に
候
　
御
礼
申
上
候
。
　
七
月
十
八
日

柵
址
に
「
最
上
四
」
と
あ
る
の
を
魁
紙
（
そ
の
前
仙
北
に
見
後
か
）
に
て

見
致
候
、
曽
て
二
十
餘
年
前
坂
本
東
岳
翁
邸
に
て

見
た
る
「
最
上
○
○
」
を
も
同
時
に
諒
解
い
た
し
得
た
や
う
に

感
じ
候
。
そ
れ
は
当
時
（
奈
良
朝
末
か
ら
平
安
朝
初
期
）
出
羽
方
面
の
城
柵
築
造
に

最
上
郡
（
坂
東
諸
國
か
ら
も
）
役
夫
擔
夫
が
来
て
ゐ
る
の
で
其
の
人
々
の

製
材
し
て
筏
で
出
す
時
な
ど
の
番
号
か
と
解
し
居
申
候
。
此
の
事
（
×
）

10　

昭
和
五
年
七
月
十
八
日　

後
藤
寅
之
助　

葉
書

⑵
「
最
上
四
」
は
筏
の
番
号
で
な
い
に
し
て
も
最
上
郡
よ
り
来
れ

る
役
夫
の
取
扱
っ
た
作
業
上
の
必
要
な
番
号
と

存
候
。
今
か
ら
思
へ
ば
坂
本
邸
の
「
最
上
○
○
」
の
不
明
の
二
字

中
、
上
の
は
「
光
」
に
似
て
ゐ
た
が
　
卅
と
い
ふ
数
字
に
相
違
な
か
り
し

や
う
に
考
へ
ら
れ
候
。
他
に
「
最
上
三
」
と
い
ふ
の
も
あ
つ
た
と

村
民
は
申
居
候
。
こ
れ
を
「
最
上
三
成
」
と
人
名
に
し
て
し
ま
ひ
佐
々
木
氏
の
所

蔵
中
に
此
の
柵
柱
あ
る
筈
な
り
と
云
ひ
傅
へ
居
申
人
も
有
之
候
。
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○
面
白
い
こ
と
に
は
老
生
の
考
へ
と
殆
ど
同
じ
解
釈
が
本
月
十
五
日
付

の
書
簡
に
て
喜
田
先
生
よ
り
昨
日
到
着
仕
候
。
南
北
百
里

を
隔
て
ゝ
意
見
一
致
す
る
ハ
近
頃
の
愉
快
こ
の
上
な
し
と
存
申
候
。

11　

昭
和
五
年
七
月
二
十
一
日　
　

後
藤
寅
之
助　
　
　

葉
書

○
拂
田
柵
木
の
本
体
を
秋
田
營
林
局
に
て
研
究
中
に
て
新
発
見
あ
る
ら
し
と
の
事
に
候
。

⑴
拝
呈
　
仰
せ
越
さ
れ
候
に
つ
き
僭
越
至
極
に
て
恐
縮
な
が
ら
愚
見

を
披
瀝
し
て
御
是
正
を
乞
ひ
可
申
候
。
老
生
の
考
へ
に
て
ハ
拂
田
柵

の
年
代
に
つ
き
て
ハ
奈
良
朝
末
か
平
安
朝
初
期
と
い
ふ
に
殆
と
疑
ふ

餘
地
な
き
や
う
覚
え
申
候
、
そ
の
理
由
ハ
構
造
、
及
び
柵
内
の
様
子
、
出
土

品
特
に
布
目
瓦
ハ
ご
承
知
の
通
り
出
羽
に
て
ハ
秋
田
城
址
以
外
　
後
三

年
頃
の
沼
ノ
柵
、
金
沢
柵
の
両
遺
蹟
よ
り
も
出
で
ず
候
、
他
に
ハ
例
な
く

候
ゆ
ゑ
　
こ
れ
だ
け
に
て
も
動
か
ぬ
儀
と
存
申
候
。
木
柵
の
壽
命
ハ

普
通
ハ
三
十
年

8

8

8

8

8

8

乃
至
五
十
年

8

8

8

は
保
ち
申
間
敷
く
候
。
常
識
判
断
に
て
ハ
参
ら
ぬ
こ
と

と
存
候
。
木
造
の
も
の
に
て
鎌
倉
時
代
の
初
期
の
確
か
な
も
の
ゝ
随
一
ハ
相
模
川

の
橋
脚
が
関
東
大
地
震
に
て
河
床
隆
起
し
て
賴
朝
架
設
の
も
の
出
現
し
、
現
木

貴
重
史
蹟
と
し
て
文
部
省
の
指
定
ニ
相
成
り
居
申
候
由
、
他
ニ
平
泉
の
毛
越
寺
大
泉

の
橋
杭
有
之
申
候
。

12　

昭
和
五
年
七
月
二
十
一
日　
　

後
藤
寅
之
助　
　

葉
書

　
拂
田
の
森
の
疎
面
石
英
岩
　
硅
岩
な
ど
が
癖
者
と
申
仁
も
御
座
候
　
そ
の
辺
専
門

家
の
研
究
を
待
ち
申
候
。

⑵
拂
田
柵
の
写
眞
に
老
生
秋
田
魁
紙
に
載
せ
候
愚
見
の
切
抜
を
添
へ
て

在
東
京
の
考
古
学
、
史
学
方
面
の
知
人
数
人
へ
送
り
意
見
を
求
め

候
が
、
中
央
に
て
ハ
殆
と
時
代
に
つ
い
て
ハ
疑
問
を
抱
き
居
る
も
の
先
づ

老
生
の
知
る
範
囲
に
て
ハ
御
座
な
く
候
。
唯
文
献
と
引
合
せ

て
何
柵
な
る
か
ゞ
問
題
と
申
す
も
の
ゝ
み
に
御
座
候
。
柵
木

は
全
く
相
模
川
の
橋
脚
（
約
四
百
年
の
距
離
ハ
あ
れ
ど
）
と
共
に

特
別
な
る
條
件

8

8

8

8

8

8

を
有
す
る
地
中
に
あ
り
し
ゆ
ゑ
保
存
さ
れ
た
る
も
の

と
存
候
。
非
科
学
的
の
言
葉
な
れ
ど
半
化
石

8

8

8

と
い
ふ
風
に
な
っ
て
ゐ
る
か
と

存
候
。
考
古
学
者
歴
史
家
よ
り
も
寧
ろ
物
質
科
学
方
面

8

8

8

8

8

8

の
研
究

に
よ
り
て
此
の
解
決
は
迅
速
に
付
け
ら
れ
さ
う
に
思
え
候
。
營
林
局

に
て
ハ
近
く
各
専
門
技
術
者
を
遣
は
し
て
実
査
せ
し
た
る
由
に
御
座
候
。

13　

昭
和
五
年
七
月
二
十
四
日　
　
　

後
藤
寅
之
助　
　

葉
書

　
○
大
類
氏
は
二
十
日
前
後
再
調
査
に
拂
田
へ
参
ら
る
ゝ
由
に
御
座
候
。

拝
呈
　
前
便
拂
田
柵
地
の
年
代
に
就
い
て
の
解
決
は
考
古
学

者
や
歴
史
家
の
方
面
よ
り
も
寧
ろ
物
質
科
学
者
の
側
か
ら
迅
速

に
付
け
ら
れ
さ
う
に
思
ふ
と
、
豫
感
を
申
上
候
が
、
果
然
そ

の
や
う
な
報
に
接
し
申
候
。
室
谷
精
四
郎
氏
が
過
日
大
類
博
士
と
同

道
に
て
拂
田
柵
木
を
持
参
致
し
東
北
大
学
理
学
部
の
埋
木
専
門
研
究
家
理

學
士
髙
松
正
彦
氏
（
同
部
教
授
山
口
弥
輔
氏
門
下
の
高
弟
）

を
訪
ひ
鑑
定
を
乞
ひ
し
と
こ
ろ
、
研
究
の
結
果
、
土
中
埋
没
後
確
実
に
一
千

年
以
上
を
経
過
し
た
る
も
の
な
る
こ
と
を
證

明
せ
ら
れ
た
る
由
に
て
、
い
よ
〳
〵
該
柵
地
が
平
安
期
初
期
を
降

ら
ぬ
こ
と
だ
け
は
動
か
ぬ
趣
通
知
有
之
候
由
（
池
田
礼
治
氏
方
よ
り
報
道
）
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14　

昭
和
五
年
九
月
二
十
七
日　

上
田
三
平　

封
書

拝
啓

　
時
下
秋
冷
之
候
益
々
御
清
康
奉
賀
候

　
扨
先
般
秋
田
考
古
学
會
報
に
払
田
柵
址

　
に
関
す
る
件
に
付
投
稿
す
る
様
に
御
依
頼
有
之

　
候
処
右
は

　
未
だ
十
分
調
査
を
経
ざ
る
も
の
に
有
之
何
等
申
上

　
げ
る
程
の
知
識
無
之
候
間
起
稿
致
し
兼

　
ね
候
間
皆
様
に
不
悪
御
断
り
願
度
候

　
荻
野
氏
も
同
様
の
御
考
へ
の
様
承
り
候
間

　
左
様
件
御
了
知
願
度
候

　
猶

　
拂
田
柵
址
発
掘
調
査
の
件
は
未
だ
何
等

　
確
定
せ
ず
と
い
へ
ど
も
本
省
の
経
費
僅
少
の
関
係
上

　
先
づ
地
元
・
村
の
諒
解
を
必
要
と
す
る
由
に
て
寧
ろ

　
地
元
村
よ
り
申
請
さ
れ
る
方
宜
敷
候
処
未
だ
書
類

　
等
も
到
達
せ
ざ
る
由
に
て
今
年
は
如
何
な
る
や
看

　
し
居
る
中
、
本
省
と
し
て
は

◎
一
．
土
地
所
有
者
の
完
全
な
る
承
諾
を
得
る
こ
と

 

　
　  （
将
来
損
害
賠
償
等
の
問
題
の
起
ら
き
ざ
る
様
餘
め

     

　
　
承
諾
す
る
こ
と
　
小
作
人
よ
り
も
同
様
の
承
認
を
得
る
こ
と
）

◎
一
．
発
掘
中
人
足
少
ク
ト
モ
一
日
五
人
位
村
よ
り
提
供
し
本
省

　
　
　
調
査
員
の
指
揮
に
服
従
せ
し
む
る
こ
と
。
　

                     （
最
小
に
て
凡
そ
十
日
間
を
要
す
　
人
夫
延
人
員
五
十
人
位
）

　
一
．
平
板
測
量
等
の
準
備
を
村
に
て
な
す
こ
と

　
一
．
写
眞
撮
影
も
調
査
員
を
補
助
し
、
そ
の
原
版
を
本
省
に
提
供
す

　
　
　
こ
と

　
等
を
必
要
と
し
此
の
條
件
を
餘
め
定
め
ざ
れ
ば
出
発
し
て
も
不
可

　
能
に
有
之
申
候
　
本
省
は
單
に
調
査
員
一
名
の
出
張
費
だ
け
負
擔
せ
ん
と
す

　
る
意
向
に
候
　
猶
稲
刈
取
始
ま
ら
ば
早
速
御
報
知
あ
る
様
便
宜
高
梨
村

　
の
方
へ
御
通
知
置
願
度
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田
三
平

　
　
　
深
澤
多
市
様
　
　
九
月
廿
七
日

　
※
「
第
一
」
の
上
　
欄
外
に
次
の
記
述

　
　
に
之
れ
だ
け
承
認
す
る
こ
と
を
高
梨
村
責
任
者
よ
り
本
省
局
長
宛
に

　
　
記
し
て
発
掘
調
査
出
願
の
事

15　

昭
和
五
年
九
月
二
十
九
日　

後
藤
生　

葉
書

　
九
月
二
十
八
日
。
発
。

拝
復
　
拂
田
柵
原
稿
　
御
手
数
を
煩
は
し
候 

例
の
も
の
は
近
く

訂
正
の
上
お
手
許
へ
差
出
し
可
申
候
。

そ
の
後
考
へ
候
も
の
は
魁
紙
へ
来
月

始
め
頃
掲
載
の
約
有
申
候
、
そ
の
上
に
て

若
干
添
削
を
加
へ
差
上
可
申
候
。
最
終
の
校

正
は
成
る
べ
く
お
見
せ
下
さ
る
や
う
御
取
計
奉

希
上
候
。
乍
失
礼
　
従
来
の
古マ
マ考
誌
ハ
誤
植
沢
山
に
て
心
持
よ
ろ

し
か
ら
ず
候
。
御
寛
容
を
乞
ふ
。

※
第一
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16　

昭
和
五
年
十
月
一
日　

上
田
三
平　

封
書

拝
啓
　
御
返
事
難
有
候
　
扨
　
拂
田
柵
址
の
件

そ
の
後
益
々
困
難
の
事
情
あ
る
や
に
承
り
居
り
候
も
未

だ
何
等
正
式
の
議
に
上
ら
ず
候
　
そ
は
本
年
度
旅

費
甚
だ
僅
少
の
様
子
に
て
他
に
旣
に
本
年
度

豫
定
せ
し
箇
所
も
有
之
と
の
事
に
て
ど
う
な
る
や
ら

未
だ
何
と
も
逆
睹
し
難
き
状
況
に
候
　
来
る
六
日
に
は

文
部
大
臣
閣
下
も
御
巡
覧
の
由
に
候
が
篤
と
現
地
御
踏

来
願
度
候
　
猶
人
足
及
び
発
掘
最
小
限
度
の
腹
案

は
既
に
出
来
候
も
軽
々
に
発
表
い
た
し
兼
ね
候
も
凡
そ

東
西
南
北
の
四
面
に
分
ち
、
各
面
二
十
間
最
小
延
長
つマ
マゞ

計
八
十

間
各
隅
約
五
間
づ
ゝ
計
二
十
間
、
総
延
長
約
百
間
　
巾
五

尺
深
サ
四
尺
の
豫
定
に
て
立
坪
約
六
十
坪
と
相
成

一
立
坪
を
発
掘
と
元
の
如
く
に
地
均
し
す
る
に
約
四
人
と
見
て

延
人
員
二
百
四
十
名
以
上
は
要
す
る
こ
と
に
専
問
の
見
積
り

有
之
候
　
右
に
付
前
便
百
名
以
上
は
単
に
発
掘

の
み
に
て
地
均
し
は
地
方
に
て
御
引
受
の
こ
と
と
存
じ

た※
1

る
結
果
に
有
之
候
　
此
点
更
に
御
訂
正
方
高
梨
村

方
面
に
御
伝
へ
願
度
　
但
し
人
足
は
地
方
に
て
一
切
御
引

き
受
け
と
の
条
件
な
ら
ば
或
は
其
範
囲
に
て
少
人
数
に
て

す
む
や
も
知
れ
ず
　
大
臣
閣
下
御
出
て
ま
で
に
　
一
寸
訂
正
の
件

願
置
候
　
猶
此
等
の
点
　
県
の
史
蹟
主
任
官
に
て
仰
受
合

の※
2

こ
と
願
度
候
　
写
眞
撮
影
及
び
測
量
と
共
に
県
に
て
願
度

候
　
調
査
員
と
し
て
出
張
す
べ
き
も
の
は
未
定
に
候
も
何
人
が
参
っ
て
も

各
面
発
掘
調
査
は
最
小
日
数
三
日
を
要
し
合
計
十
二
日
間
は

必
要
と
有
之
候
　
先
づ
は
右
迄
草
々
　
　
　
上
田
三
平

　
深
澤
多
市
様
　
　
　
十
月
一
日

※
１
「
た
る
結
果
に
」
の
上
欄
外
に
　
次
の
記
載

　
　
人
足
ノ
件
ハ
コ
レ
ハ
当
方
ニ
テ
個
人
的
ニ
秘
書
官
ニ
伝
ハ
ル
筈
ニ
有
之
候

※
２
「
の
こ
と
願
度
」
の
上
欄
外
に  

次
の
記
載

　
　
申
請
に
は
人
夫
は
一
切
当
村
に
て
受
持
つ
位
の
こ
と
に
て
宜
敷
　
数
字

　
は
記
入
な
く
て
宜
敷
候

　
　
　
　

17　

昭
和
五
年
十
月
十
四
日　

後
藤
寅
之
助　

葉
書

拝
復
お
約
束
の
柵
址
の
拙
文
お
く
れ
申
訳

御
座
な
く
候
、
新
し
き
も
の
も
両
三
日
中

に
仕
　
魁
紙
へ
送
り
可
申
候
。
来
月
末
に

は
両
方
と
も
訂
正
の
上
お
手
許
へ

差
上
る
こ
と
を
得
べ
し
と
存
候
。
何
し

ろ
蔵
書
乏
し
き
為
め
徒
労
に
日
を

費
し
　
自
然
お
く
れ
缺
礼
仕
候
。

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
四
日

18　

昭
和
五
年
十
月
十
八
日　
　

後
藤
寅
之
助　

葉
書

拝
復  

後
の
は
七
八
十
枚
あ
る
や
う
に
候
ゆ
ゑ
写
し
て
上
げ
る
の
も
老
人
に
ハ
困
難

ニ
候
御
寛
容
願
申
度
候
。

拂
田
柵
址
の
拙
稿
先
の
方
四
日
発
表
の
だ
け
は
朱

を
加
へ
て
二
三
日
中
に
お
手
許
へ
差
上

可
申
候
。
後
の
分
は
此
の
二
十
日
過
ぎ
に
は
魁

へ
あ
ら
は
れ
可
申
候
　
完
結
の
後
朱
を
入
れ
て
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お
手
許
へ
差
上
可
申
候
。
何
分
よ
ろ

し
い
よ
う
に
御
取
計
願
上
申
度
候
。
段
々
お
く
れ
て

恐
縮
至
極
ニ
御
座
候
。
　
十
月
十
八
日

19　

昭
和
五
年
十
月
二
十
七
日　

後
藤
寅
之
助　

葉
書

  

○
秋
田
叢
書
第
二
期
分
に
も
加
入
願
上
申
候
。

拝
啓
か
ね
て
お
約
束
申
上
候
拂
田
柵
址
に

つ
い
て
の
拙
稿
別
封
に
て
差
上
申
候
。
後
の

分
は
（
今
魁
紙
に
掲
載
中
の
も
の
）
十
四
回
以
上
も
つ
ゞ
き
可
申
候
。
あ
ま

り
長
過
ぎ
て
考
古
會
誌
に
は
不
適

当
に
候
や
も
難
測
と
存
候
。
そ
の
辺
御

都
合
承
り
申
度
存
候
。
只
今
魁
紙
の
卑
見
に
つ
き
御
批
評
切
望
の
至
存
申
候
少
々
誤

写
も
有
之
訂
正
可
仕
候
。

柵
址
の
此
度
の
発
掘
を
御
覧
被
遊
候
か
否
、

南
大
門
そ
の
他
す
ば
ら
し
い
も
の
相
見
え
申
候
。

20　

昭
和
五
年
十
月
三
十
日　

後
藤
寅
之
助　

葉
書

　
　
　
　
　
　
十
月
三
十
日

拝
復
　
仰
せ
越
さ
れ
候
魁
紙
掲
載

中
の
拙
稿
終
了
後
直
ち
に
お

手
許
に
差
出
可
申
候
　
目
々

訂
正
を
加
へ
候
て
準
備
致
し

置
き
可
申
候
。
校
正
の
儀
何

と
か
厳
重
に
致
し
た
き
も
の
に
候
、
そ
の
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
可
然
お
願
ひ
申
上
候

21　

昭
和
五
年
十
月
三
十
日　

喜
田
貞
吉　

封
書

拝
啓
払
田
柵
址
い
ろ
〳
〵
新
発
見
あ
り
し
様
子
．
見
学
の

機
を
逸
し
て
残
念
に
存
じ
ま
す
．
新
聞
の
所
報
に
よ
り
知
り

得
た
所
に
つ
い
て
．
前
に
お
送
り
し
た
原
稿
に
少
々
追
記
し
た
い

事
が
あ
り
ま
す
の
で
．
別
紙
お
送
り
致
し
ま
す
．
若
し
印
刷
中     

間
に
あ
ひ
ま
す
な
ら
．
前
文
の
終
（
已
む
を
得
ず
ん
ば
、
他
の
餘
白
へ
で
も
）

に
お
納
め
願
ひ
ま
す
．
尚
前
文
の
終
ハ
起
稿
の
日
附
が
あ
っ
た

か
と
思
ひ
ま
す
が
．
若
し
な
か
っ
た
な
ら
（
十
月
十
三
日
）
と
ご
記
入
願

ひ
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
田
貞
吉

　
深
澤
多
市
様

22　

昭
和
五
年
十
一
月
二
十
一
日　

後
藤
寅
之
助　

葉
書

拝
復
柵
址
原
稿
昨
日
書
留
に
て
御

手
許
へ
差
上
候
筈
既
に
御
落
掌
被
下

候
事
と
存
候
。
お
く
れ
候
て
失
礼
仕
候
。

同
稿
追
加
の
分
の
末
に
「
征
討
将
軍
鎮
狄

将
軍
な
ど
の
位△
△置
」
云
々
と
か
い
た
か
と
存
じ
候
。

地◯
◯位
と
御
訂
正
の
や
う
御
手
数
な
が
ら
お

願
申
上
候
。
十
一
月
廿
一
日
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23　

昭
和
六
年
二
月
一
日　

喜
田
貞
吉　
　

葉
書

拝
啓
　
年
始
状
の
代
り
の
●
●
状
ま
だ
後
れ

て
居
ま
す
が
近
い
う
ち
に
準
備
が
整
ひ
ま
す

眞
澄
遊
覧
記
と
考
古
学
誌
国
本
君
よ
り

東
京
宅
へ
送
っ
て
下
さ
っ
た
さ
う
で
す
が
．
若
し

考
古
會
誌
残
部
が
あ
れ
ば
　
今
一
部
頂

戴
出
来
ま
せ
ん
か
．
小
生
の
記
事
だ
け
切
り
ぬ
き

別
に
保
存
し
た
い
の
で
す
．

　
　
健
康
も
ほ
ぼ
恢
復
し
た
様
で
す
か
ら
今
年
は

　
　
少
し
何
か
や
り
ま
せ
う

24　

昭
和
六
年
二
月
四
日　

喜
田
貞
吉　
　

葉
書

拝
啓
　
早
速
雑
誌
お
送
り
被
下
　
あ
り
が
た
く
存
じ

ま
す
　
拂
田
柵
に
つ
い
て
い
ろ
〳
〵
の
意
見
面
白
く

拝
見
し
ま
し
た
が
實
地
の
記
事
の
精
し
い
も
の
が
無

い
の
を
遺
憾
に
存
じ
ま
す
　
殊
に
、
上
田
氏
等
発
掘

の
際
発
見
の
柵
の
焼
け
た
所
　
毀
さ
れ
た
所
な
とマ
マ
の
様

子
が
知
れ
ぬ
の
は
惜
し
い
事
で
す
．
次
號
ハ
是
非
實

況
を
書
い
て
い
た
ゞ
き
た
い
も
の
で
す
．
い
ろ
〳
〵
発
見
等カ

が

あ
る
よ
う
で
す
か
ら
今
一
度
見
に
行
き
た
い
も
の
と
思
ひ

ま
す
　
敬
具

近
く
御
誌
で
は
荻
野
君
は
博
士
號
を
授
け
ら
れ
て
居
り
ま
す
が

同
君
く
す
ぐ
っ
た
が
っ
て
居
る
で
せ
う

25　

昭
和
六
年
二
月
七
日　

上
田
三
平　
　

葉
書

拝
啓
　
先
日
は
難
有
候
　
聞
け
ば
荻
野
仲
三
郎

氏
も
望
ま
れ
居
り
候
に
は
甚
だ
御
迷
惑
と
は
存
じ

候
へ
ど
も

　
秋
田
考
古
會
々
誌
一
冊

何
卒
同
氏
江
御
寄
贈
方
御
取
斗
ひ
願
上
候

　
　
　
　
御
宅
は

　
　
東
京
市
外
杉
並
町
阿
佐
ヶ
谷
小
山
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
てマ
マ

す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
願
上
げ
候

山
形
縣
下
に
小
さ
い
な
が
ら

木
柵
、
又
は
門
址
発
見

の
由
雪
融
を
待
ち
参
る
か
も
知
れ
ず
候

　
　
　
　
拂
田
柵
其
実
質
に
は
議
論
多
か
り
し
も
漸
く
曙
光
相
見
え
候

26　

昭
和
六
年
三
月
二
十
日　

後
藤
寅
之
助　
　

葉
書

拝
啓
其
の
後
は
御
無
沙
汰
仕
候
　
役
場
を
お
や
め

被
遊
候
後
は
静
に
御
研
学
の
御
事
と
奉
推
察
候
　
い
づ

れ
其
の
結
果
御
発
表
の
日
を
楽
み
て
相
待
ち
居
申
候
。

さ
て
か
ね
て
種
ゝ
御
研
慮
御
後
援
を
い
た
だ
き
候
拂

田
柵
址
の
儀
去
る
十
九
日
、
文
部
省
よ
り
保
存
史
蹟
と

し
て
指
定
相
成
候
と
承
り
及
び
申
候
。
こ
れ
貴
下
を
始

め
諸
君
御
盡
力
の
致
す
と
こ
ろ
と
存
じ
、
こ
の
機
会
に
於
い
て

特
に
御
礼
申
述
べ
た
く
如
斯
に
御
座
候
。
　
三
月
二
十
日
、

　
わ
か
返
る
く
す
り
は
の
ま
じ
古
き
ふ
み
よ
み
て
こ
ん
世
の

　
か
た
み
に
は
せ
む
　
　
　
　
　
　
御
一
笑
下
さ
る
べ
く
候
。
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27　

昭
和
六
年
三
月
三
十
日　

後
藤
寅
之
助　
　

封
書

　
○ 

細
か
な
字
地
名
の
な
き
地
に
他
よ
り
殖
民
す
る
場
合
、
古
く
住
ん
で
ゐ
た
地
名
を
取
あ
へ
ず

　
　
移
轉
地
へ
應
用
す
る
は
普
通
の
事
と
存
候
。
古
く
も
其
の
例
あ
り
、
今
も
北
海
道
そ
の
他
に
ハ
沢
山
例
あ

り
と
存
候
。

拝
啓
も
は
や
御
病
氣
も
御
全
快
被
遊
候
こ
と
ゝ
奉
拝
察
候
　
仄
か
に

承
り
候
に
貴
臺
こ
の
頃
拂
田
柵
址
附
近
の
地
名
と
同カ

一
の
秋
田
城

附
近
の
地
名
と
の
同
一
ま
た
は
酷
似
の
も
の
を
討
究
し
て
、
両
遺
蹟
の
間
に
尋

常
な
ら
ぬ
関
係
の
あ
る
こ
と
を
明
か
に
せ
ら
れ
ん
と
し
て
御
努
力
の
由
、
ま
こ
と
に

面
白
き
御
思
つ
き
と
存
候
。
老
生
も
多
少
そ
の
點
に
つ
き
心
つ
き
た
る
も
の
を

書
き
ぬ
き
置
の
が
、
幾
分
に
て
も
御
研
究
の
御
役
に
も
と
存
じ
御
座
右
に

差
上
申
候
。
御
遠
慮
な
く
御
使
用
下
さ
ら
ば
難
有
存
申
候
。

先
づ
千
屋
村
大
字
土
埼
8

8

（
拂
田
柵
の
東
方
隣
接
地
）
の
部
に
て
、
土
﨑
8

8

、
そ
の
小

字
久
保
田

8

8

8

、
八
橋
川

8

8

8

（
地
名
）
及
び
川
と
し
て
の
八
橋
川

8

8

8

。
北
小
屋

8

8

8

、
蛇
野
口

8

8

8

等
、

秋
田

城
の
遺
跡
付
近
よ
り
今
の
秋
田
市
近
辺
に
か
け
て
の
地
名
に
同
一
も
し
く
は
酷
似
の
も

の
と
存
候
。
御
承
知
の
通
り
、「
郡
邑
記
」
に
は
八
橋
川
村

8

8

8

8

が
矢
橋
川
村

8

8

8

8

と
な
り
居

る
ゆ
ゑ
一
層
面
白
く
被
存
候
。
又
、
拂
田
の
部
に
て
は
、
旣
に
御
覧
濟
の

御
事
に
候
は
ん
が
、
牛
嶋
8

8

が
有
之
候
。「
秋
田
叢
書
」
に
は
、
午
嶋
と
あ
れ
ど
無
論

誤
植
と
存
候
。
又
、
眞
山
の
北
東
面
の
窪
地
を
姥
ウ
バ
フ
ト
コ
ロ

懐
と
稱
へ
候
が
、
こ
れ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
寺
内
8

8

は
後
世
の
地
名
な
ら
ん
と
存
候
。

不
思
議
に
も
秋
田
郡
の
矢
橋
村
よ
り
寺
内
村
へ
ゆ
く
途
中
に
姥
ヶ
懐

8

8

8

と
い
ふ
所
あ
る
由

に
候
ゆ
ゑ
一
層
面
白
く
存
候
。
唯
寺
内
8

8

と
高
清
水
岡

8

8

8

8

な
ど
申
す
地
名
は
こ

ち
ら
に
は
缺
き
候
へ
ど
も
、
何
々
清
水
は
沢
山
に
有
之
。
板
見
内
に
は
、
長
仙
寺
村
、

善
長
坊
村
あ
り
。
土
崎
部
内
に
は
新に
い

寺
村
（
今
の
三
井
寺
か
）、
寺
屋
敷
村
が
あ
る
の

を
見
れ
ば

色
々
の
こ
と
を
考
へ
さ
せ
ら
れ
る
感
な
き
に
あ
ら
ず
と
存
候
。

兎
も
角
古
へ
の
秋
田
城
と
拂
田
柵
と
は
浅
か
ら
ぬ
関
係
を
有
し
て
居

っ
た
こ
と
が
想
察
さ
れ
る
か
の
や
う
に
被
存
申
候
。
尚
一
層
御
研
究
の
上
御

発
表
の
期
を
喜
び
て
相
待
ち
申
候
。
時
候
の
か
は
り
め
に
候
へ
ば
、
御

身
大
切
に
様
遊
こ
の
上
と
も
斯
道
に
御
盡
瘁
の
儀
只
管
お

願
申
上
候
。                            

頓
首

　
　
　
　
　
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寅
之
助

深
澤
先
生

　
　
　
　
　
　
玉
案
下

28　

深
澤
多
市
宛　

後
藤
寅
之
助　

差
出
日
不
明　

葉
書

所
見
を
披
瀝
仕
候
　
御
示
教
の
儀
偏
ニ
奉
希
上
候
。

拝
呈
只
今
お
は
が
き
及
び
拙
稿
の
切
抜
お
遣
は
し
被
下

奉
拝
謝
候
、
訂
正
の
上
御
都
合
次
第
差
出
し
可
申
候
。
御
示
教
の
「
軍
防
令
」
と
仰

せ
ら
る
ゝ
は
「
大
寶
令
」
の

や
う
に
も
被
存
候
が
、
老
生
深
く
ハ
討
究
不
仕
候
へ
ど
も
「
令
義

解
」
な
ど
に
依
り
て
見
る
に
城
隍
の
修
理
と
城
堡
の
修
理
と
を
区

別
し
、
擔
任
者
も
役
兵
士
と
役
居
戸
と
の
別
を
立
て
、
両
條
に
し

て
あ
る
が
、
大
寶
二
年
よ
り
平
安
奠
都
の
延
暦
十
三
年
（
拂
田
柵
を
平
安

朝
の
最
初
の
も
の
と
仮
定
し
て
）
ま
で
九
十
二
年
の
距
離
あ
り
、
奥
羽
の
邊
塞

ま
で
此
の
通
り
実
行
せ
ら
れ
た
と
の
み
は
考
へ
ら
れ
ず
、
今
も
昔
も
同
じ
こ
と
に
て

臨
機
応
変
の
處
置
も
あ
っ
た
と
思
は
れ
候
。

「
六
国
史
」
の
所
々
に
城
柵
の
築
造
や
修
理
に
浮
浪
人
や
俘
囚
が
使
役
せ
ら
れ
居
る

な
ど
大
寶
令
に
ハ
な
い
例
に
候
。
又
柵
の
こ
と
も
史
實
に
あ
っ
て
「
令
」
に
ハ
見
え

ず
如
何
の
も
の
に
候
や
。
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